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研究成果の概要（和文）：本研究では、文章の背後に構造が存在することを仮定して、文章生成技術および文章
解析技術の実現に取り組んだ。生成側では、文合成ツールHaoriBricks3、文型集ツールMicroGenerator21を実装
した。これらを利用する文章生成ツールGhostWriter21は、複数回の改訂を経て文章の決定稿を作成する人間の
文章作成過程を模倣した新しいモデルに基づいている。これらを用いて、テレビの60秒広告のシナリオを自動生
成するシステムを実現した。解析側では、文章構造を把握する足掛かりとして、日本語文の文末述語を同定・解
析するツールPanzerを実装し、文間関係の把握に有効に働くことを確認した。

研究成果の概要（英文）：ln this research, we have implemented generation and analysis technologies 
for Japanese text of multiple sentences. On the generation side, we have implemented the Japanese 
sentence synthesis tool HaoriBricks3 and the sentence-pattern collection tool MicroGenerator21. For 
text generation, we have implemented a system GhostWriter21, which is based on a new model that 
imitates the human text writing process of producing a final version through multiple revisions. 
Using these systems, we have realized a system that automatically generates scenarios for 60-second 
advertisements on TV. On the analysis side, we implemented Panzer, a tool for identifying and 
analyzing sentence-final predicates in Japanese sentences, as a foothold for grasping text 
structure.  We have confirmed that it works effectively for understanding inter-sentence relations.

研究分野：自然言語処理
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまでの言語処理が主に対象にしてきた「文」ではなく、複数の文から構成される「文章」を対象
としている。文章の背後には書き手の思考があり、読み手を説得する構造がある。文章を対象とする自動処理で
は、この構造をとらえない限り、本質的なことは実現できない。本研究では、数百字の文章の自動生成のために
必要なツール群の構成を明らかにし、それらを実装した点に学術的意義がある。これらのツールのうち、文章生
成ツールは、文章の作成過程を改訂処理の繰り返しとして捉える新しいモデルに基づいている。このモデルは、
文章作成をコンピュータと人間の共同作業化する新しい可能性を内在している。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 自然言語処理技術は、文単体の解析技術に関しては一定の成果を示してきた。しかしながら、
複数の文から構成される「文章」の読解や生成などの、真に現実的な問題に対しては、多くの難
問を抱えている。我々のグループは大学入試問題の国語「現代文」の読解問題を解くシステムの
研究を 2013 年より行ったが、記述式の読解問題に対しては、まったく歯が立たなかった。それ
には多くの原因があるが、最大の原因は、多数の文から構成される文章に対して、それをどのよ
うに捉えればよいかという適切なモデルが存在しないことにある。  
 すべての文章は、誰かによって書かれたものである。それは、なんらかの目的のために計画さ
れ、肉付けされ、最終的に文字の１次元の並びとして表層化されたものである。すなわち、文章
の背後には、書き手の思考の構造があり、読み手を説得する構造がある。これは、文の構文構造
とはまったくの別物であり、いわば、思考や説得の典型的な型に基づく構造である。文章の自動
生成や自動解析を実現するためには、この構造を適切にモデル化するとともに、その構造と（表
層テキストに現れる）言語表現との関係を明らかにする必要がある。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究では、「文章をどのようにモデル化すれば、文章の自動生成が容易になるか」を中核的
問いに据え、文章生成のための文章の構造モデルの確立と、そのモデルに基づく文章生成機構の
実現に取り組む。大学入試の評論読解問題の自動解答を目指す研究で明らかになりつつある文
章の構造的把握に関する知見と、短編小説の自動生成の研究で培ってきた文生成・文章生成技術
をより統合的に発展させ、複数のレイヤを持つ文章の構造モデル（テキストプラン）と、その段
階的詳細化によって文章を生成する機構の実現を目指す。 
 
３．研究の方法 
 
 研究は、通販商品のテレビ広告のシナリオの自動生成の実現を中核とする生成系からのアプ
ローチと、評論読解問題を解くための文章構造の把握を目的とした解析系からのアプローチの
両側面から進める。わかりやすい最終目標として、テレビ広告のシナリオの自動生成システムの
実現を掲げる。 
 本研究では、アプリケーションを中心としたアプローチを採用する。すなわち、設定したアプ
リケーションを実現するための技術開発を行い、得られた方法と知見をツール（基盤ソフトウェ
アシステム）化することを目指す。 
 
４．研究成果 
 
(1) 生成系からのアプローチ 
 
① 日本語文合成ソフトウェア HaoriBrick3 の実現 
 文章を合成するためには、その前段階として文を合成できなければならない。これを実現する
ソフトウェアツールとして、HaoriBrick3 (HB3)を実装した。HB3 では、ブリックコードと呼ぶ
Ruby コードで、どのような日本語文を合成するかを記述する。このブリックコードを評価する
と、ブリック構造および羽織構造という内部構造を経由して、最終的に表層文字列が生成される。 
 HB3 は、文生成に必要な文法事項を整理・再構成した羽織文法に基づいている。羽織文法は、
「日本語の文は、機能語によって組み立てられており、文法（文の成り立ちとその規則性）を明
らかにすることは、機能語を列挙し、その振る舞いを記述することである」という基本思想に基
づいている。HB3 の内部には、約 600 語の機能語の振る舞い（活用型と接続型）が厳格に記述さ
れており、これらと数種類の構造によって、文構造が規定される。HB3 は、約 2000 種類の部品
（ブリックと呼ばれる）を提供しており、これらの部品の組み合わせ方法をブリックコードとし
て記述する。ブリックコードは、Ruby コード（プログラム）なので、任意の部分を変数化した
り、制御構造を埋め込むことが可能である。この自由度のおかげで、HB3 を用いると、汎用性の
高い文合成コードを記述することができる。HB3 は、本プロジェクトの広告シナリオ自動生成で
使用された以外にも、複数の異なるアプリケーションで使用された。 
 
② 改訂を中心とした文章作成モデルの提案 
 これまでの文章生成のモデルの基本的な考え方は、「意味表現を表層テキストに変換（翻訳）
する」というものであったが、このモデルでは、人間の文章作成プロセスの一部しかモデル化で
きていない。そのため、複数回の改訂を経て決定稿を作成する過程をモデル化した新しい文章作
成のモデル（文章改訂モデル）を考案した。このモデルでは、テキストの改訂処理がその中核と



なる。改訂処理の入力は、現在のテキストと伝えたい情報の２つであり、出力は、改訂されたテ
キストとそのテキストで伝わる情報の２つである。伝えるべき情報をテキスト化するのではな
く、テキスト化の結果として伝わる情報が定まる点、および、テキスト化の能力が完全ではない
（伝えたい情報を完全に伝えるテキストを必ずしも作れるわけではない）とする点が、従来のモ
デルとは決定的に異なる。 
 
③広告シナリオの生成支援システムの実現 
 通信販売商品のテレビ 60 秒広告のシナリオの自動生成機構を持った作成支援システムを実現
した。このシステムは、３年間に渡って何度か作り直したが、最終的なシステムは、上記の文章
改訂モデルを基本モデルとしている。ユーザーは、作成する文章の仕様（盛り込みたい内容）を
システムに指示する。システムは、この仕様をできるだけ満たすテキストと、そのテキストを完
全に記述する（１対１に対応する）仕様を出力する。ユーザーは、出力されたテキストに満足で
きなければ、仕様を修正してテキストを再生成（改訂）することができる。これを繰り返すこと
により、テキストを望ましい形に近づけていく。 
 本システムは、文合成ツール HaoriBricks3、文型集ツール MicroGenerator21 (MiG21)、文章
生成ツール GhostWriter21 (GW21)の 3 つのツールを使って実現されており、コンテンツ（文章
生成に必要な知識群）としては、広告シナリオでよく使われる文型集、広告シナリオの典型的な
文章構造集、および、広告シナリオの実例集が含まれている。本システムを実用レベルに持って
いくためには、コンテンツが不足しており、その充実が課題として残った。 
 
(2) 解析系からのアプローチ 
 
① 対比構造の分析と検出 
 文章に含まれる重要な構造の一つに対比構造がある。入試問題の評論文を対象に、対比構造の
具体例を分析し、対比構造を検出する方法について検討した。検出方法は３ステップで構成され
る。まず、対比構造を構成する 2つの対比要素の転換点となる転換フレーズを検出する。次に、
そのフレーズの出現位置に基づいて、それぞれの対比要素の範囲を推定する。その後、それぞれ
の対比要素をコンパクトに要約する対比キーワードを抽出する。実際に、過去の入試問題の評論
文を対象に、一文内の対比構造、および、一段落内の対比構造に対して検出実験を行った。前者
では転換フレーズの検出が、後者では対比要素範囲の推定が難しいことが明らかになり、対比構
造に関連する入試問題を正しく解くことは、現時点では困難であることがわかった。 
 
② 文末述語解析システム Panzer の実現と文間接続関係の推定 
 文章構造の把握のためには、それぞれの文のタイプ（文章中における役割）の把握と、文間接
続関係の把握が不可欠である。日本語の文では、その文がどのようなタイプの文であるかの情報
は、主に文末の述語部分に現れる。そこで、日本語文の文末の述語の範囲を同定し、それがどの
ような要素から構成されているかを分析する日本語文末解析器 Panzer を実装した。日本語の述
語は、おおよそ、核となる内容語（動詞・形容詞・名詞）に、接尾辞や助動詞等の付属要素が接
続することによって構成されている。Panzer ではこれらの付属要素を厳密に定義するとともに、
211 種類(432 エントリ)の述語複合辞（助動詞的に働く連語）を定義し、付属要素として認識で
きるようにした。なお、Panzer の出力は HaoriBricks3 で表層文に復元可能であるため、復元テ
ストによる解析エラー検出が容易である。 
 Panzer による分割解析結果を利用して、文末述語を用いた２文間の接続関係推定を実装した。
具体的には、入試で出題される接続詞補充問題（空欄を埋める適切な接続詞を選択する）を対象
として、前後２文の文末述語の情報のみからどの程度正しく接続詞を推定できるかを調べた。既
存の解析器を用いた場合と比較して、Panzer の解析結果を用いると、統計的に優位な性能向上
が見られた。 
 
③ 大学入試問題を題材とした文章の理解 
 大学入試問題を題材として、「問題を解くことができる＝問題文（文章）を理解した」という
考え方に立って、化学の熱化学計算問題、および、数学の確率問題を対象に、文章の理解の一端
を明らかにした。入試問題の問題文には、対象に固有な典型的な文章構造が存在し、それらの構
造を構成する文を認定することはそれほど難しくない。しかしながら、問題を解くために必要な
情報を引き出すには、言語表現のみならず、領域知識や常識が必要となる。熱化学計算問題では、
物質の化学式や物質量、熱化学反応の種類とそれに対応する熱化学方程式の一般式等の知識な
しには、問題を解くことができない。数学の確率問題では、確率の概念を構成するための基本的
な概念（試行、母集団、事象）の理解が不可欠である。「文章を読む（理解する）」とは、単に表
層上の意味を把握することではない。文章から引き出した情報と読み手が持つ知識とのインタ
ラクションに、理解の本質がある。 



 
(3) 全体のまとめ 
 
 文章の構造モデルという点では、本研究ではそれほど大きな進展は得られなかった。文章の構
造は、対象とする文章の種別に大きく依存する。そのため、汎用モデルは、たとえば、起承転結
のように非常に抽象的なレベルの記述となり、実際の文章生成・解析処理にはほとんど役に立た
ない。つまり、文章生成・解析のために、それぞれの種別に対して構造モデルを設定することが
必要となる。 
 文章生成技術については、文合成ツール、文型集ツール、文章生成ツールの３つルールで、文
章生成システムを構築することができることが明らかになった。文章生成ツールでは、文を部品
として、文章を組み立てる方法を記述する。部品となる文は、文型集より提供される。それぞれ
の文型は文合成ツールによって記述され、１つの文型で多様なバリエーションを生成できる。こ
れら３つのツールが担当すべき範囲がはっきりしているため、以前に比べて、必要な作業が明確
となり、文章生成システムの実現が容易となった。 
 文章解析技術は、汎用的なツール化が難しい。Panzer は、文章の構造把握に必要な足掛かり
を提供するが、文章ではなく文の解析ツールである。文章解析の最大の障害は、その最終ゴール
をどこに設定するかが明確ではないという点にある。そのため、研究の後半では、問題を解くと
いう明確なゴールを設定して、問題文（文章）の解析に取り組んだ。そこでは、領域知識をうま
く使うことが重要であり、文章の理解とは、文章から引き出した情報と読み手が持つ知識とのイ
ンタラクションにあるという考えに至ることになった。 
 以上をまとめると、本研究の最大の成果は、文章生成のための３つのツールの実現による広告
シナリオの生成支援システムの実現である。 
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